
議
員

こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営

で
中
心
的
役
割
を
担
う
の
が
、

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

今
年
度
、
ま
ず
事
務
事
業
評
価

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
が
、
そ
の

内
容
は
。
ま
た
、
そ
の
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

総
合
政
策
部
長

今
年
度
は
試

行
と
い
う
こ
と
で
、
各
課
一
事

業
を
対
象
に
実
施
し
、
庁
内
に
、

行
政
評
価
の
考
え
方
を
浸
透
さ

せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い

ま
す
。

評
価
に
つ
い
て
は
、
一
次
を

課
長
、
二
次
を
部
長
が
行
い
、

ラ
イ
ン
の
責
任
の
明
確
化
を
図

る
と
と
も
に
、
事
業
の
成
果
分

析
に
よ
り
、
事
業
の
改
善
に
役

立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
１８
年
度
に
は
、

全
事
業
を
対
象
と
し
た
本
格
実

施
を
目
指
す
と
と
も
に
、
施
策

評
価
、
政
策
評
価
に
も
つ
な
げ
、

総
合
計
画
や
予
算
と
の
整
合
を

図
り
な
が
ら
、
戦
略
的
に
政
策

や
施
策
に
反
映
さ
れ
る
、
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

し
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
評
価
結
果
は
市
民
に

公
表
し
、
や
が
て
は
市
民
参
加

も
含
め
た
「
評
価
委
員
会
」
の

設
置
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

不
法
駐
車
対
策
に
つ
い
て

議
員

昨
年
秋
か
ら
、

バ
イ
パ
ス
西
側
の
笹
目

地
区
で
行
っ
て
い
る
モ

デ
ル
的
試
行
の
成
果
は
。

市
民
生
活
部
長

相
当

程
度
の
効
果
は
上
が
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
町
会
、

警
察
、
市
、
宅
建
業
協

会
の
連
携
に
よ
る
取
り

組
み
を
、
も
う
し
ば
ら

く
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ホ

ー
ム
レ
ス
対
策
に
つ
い
て

議
員

最
近
、
市
内
に
で
き
た

輊
収
容
施
設
軫
の
実
態
は
。

福
祉
部
長

全
部
で
５
カ
所
あ

り
、
総
定
員
３
５
０
人
の
と
こ

ろ
入
所
者
は
３
３
２
人
、
う
ち

生
活
保
護
の
受
給
者
は
２
１
１

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

入
所
者
に
対
し
、
自
立
に
向
け

た
指
導
を
、
施
設
や
県
職
員
と

協
力
し
、
行
っ
て
い
ま
す
。

保
護
費
負
担
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
関
係
市
町
村
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
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《内容》�

※陳情の場合は、紹介議員は必要ありません。�

　定例会開会日の３日前までに提出された請願・
陳情は、その定例会中に審査されます（郵送によ
る陳情は除きます）。�
　なお、請願・陳情の書式例は次のとおりです。�

請 願 書 �

紹介議員�

氏 名 � 印�

件名　　　○○○○○について�
要旨�
理由�
　　上記のとおり請願（陳情）いたします。�
　平成　年　月　日�
　　　　　　　　　請願（陳情）代表者�
　　　　　住 所 　　　　　　　電話�
　 　 　 氏 名 �
戸田市議会議長　○○○○様�

印�

行
に
陥
ら
ず
、
議
会
の
権
限
を

尊
重
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

十
分
な
判
断
能
力
の
な
い
子

ど
も
が
利
用
す
る
施
設
と
し
て
、

必
要
な
安
全
対
策
を
欠
き
、
未

然
に
事
故
を
防
げ
な
か
っ
た
こ

と
は
、
明
ら
か
に
市
の
過
失
で

す
。
判
決
を
謙
虚
に
受
け
入
れ

て
、
控
訴
を
取
り
下
げ
、
安
全

対
策
を
徹
底
す
る
べ
き
で
す
。

原
告
の
方
の
心
情
を
考
慮
す

れ
ば
控
訴
す
べ
き
で
な
い
と
の

趣
旨
に
は
一
定
の
理
解
は
で
き

ま
す
が
、
今
回
の
判
決
は
単
な

る
民
事
上
の
賠
償
額
の
問
題
に

と
ど
ま
ら
ず
、
今
後
の
全
国
の

自
治
体
行
政
に
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
す
判
決
と
な
り
ま
す
。

被
告
に
与
え
る
負
担
等
、
考

慮
す
べ
き
事
象
は
多
く
あ
り
ま

す
が
、
判
決
の
も
た
ら
す
影
響

の
大
き
さ
を
考
慮
す
れ
ば
、
よ

り
上
級
の
裁
判
所
の
判
断
を
仰

ぎ
、
慎
重
な
判
断
を
求
め
て
い

く
こ
と
が
、
公
共
の
福
祉
に
か

な
う
も
の
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
の
三
審
制
度

の
意
義
か
ら
も
、
一
審
と
異
な

っ
た
主
張
が
で
き
な
け
れ
ば
控

訴
で
き
な
い
と
の
議
論
は
、
反

対
の
理
由
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

提
出
さ
れ
た
議
案
等
の
審
議

の
最
終
段
階
で
、
賛
成
、
反
対

の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
「
討

論
」
と
い
い
ま
す
。
本
定
例
会

で
は
、
次
の
専
決
処
分
及
び
陳

情
に
対
し
て
討
論
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
専
決
処
分
に
つ

い
て
は
承
認
、
陳
情
に
つ
い
て

は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
要

旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て（
訴
訟
の
提
起
）

今
回
の
控
訴
は
、
市
が
原
告

と
な
る
「
訴
え
の
提
起
」
で
す
。

控
訴
が
妥
当
か
否
か
の
判
断
は

議
会
の
権
限
で
あ
り
、
本
来
は

臨
時
議
会
を
招
集
し
、
議
会
の

審
議
に
委
ね
る
べ
き
で
し
た
。

市
は
、
専
決
処
分
の
理
由
を
、

「
控
訴
期
限
と
の
関
係
で
、
議

会
を
招
集
す
る
暇い

と
ま

が
な
か
っ

た
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
判
決

か
ら
控
訴
ま
で
は
２
週
間
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
控
訴
し
た

後
に
専
決
処
分
の
手
続
き
を
行

っ
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
す
。

市
長
及
び
市
執
行
部
は
独
断
専

日
本
共
産
党

岡
嵜
　
郁
子
　
議
員

賛成�
平
成
会

山
崎
　
雅
俊
　
議
員

な
お
、
専
決
処
分
が
な
さ
れ

た
時
期
に
つ
い
て
は
、
万
全
な

事
務
処
理
と
す
る
た
め
で
あ
り
、

問
題
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
を
改
革
し

最
低
保
障
年
金
制
度
の
創

設
を
求
め
る
意
見
書
を
採

択
し
て
欲
し
い
旨
の
陳
情

こ
の
十
数
年
来
、
年
金
の
保

険
料
を
引
き
上
げ
る
一
方
で
、

給
付
は
切
り
下
げ
ら
れ
、
保
険

料
が
高
く
て
払
え
な
い
た
め
、

６５
歳
で
年
金
の
な
い
人
は
、
約

５５
万
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
政
府
は
社
会
保

障
を
削
減
し
、
年
金
に
つ
い
て

も
保
険
料
を
引
き
上
げ
、
年
金

に
対
す
る
課
税
を
重
く
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
、

低
い
年
金
の
上
に
、
重
い
介
護

保
険
料
・
利
用
料
、
医
療
費
の

自
己
負
担
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

政
府
の
年
金
の
改
正
は
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
夫
婦
が
生
涯
に
受

け
取
る
年
金
を
１
０
０
０
万
円

以
上
も
減
額
し
、
現
に
年
金
を

受
け
取
っ
て
い
る
高
齢
者
の
場

合
に
も
、
数
百
万
円
も
減
額
す

る
と
い
う
も
の
で
、
年
金
制
度

を
改
正
前
に
戻
せ
と
い
う
声
は
、

国
民
的
世
論
に
な
っ
て
い
ま
す
。

賛成�
日
本
共
産
党

庄
司
　
　
慎
　
議
員

６月定例会の開会前に、議会傍聴席の入口を、
バリアフリー対策としてスロープ化し、併せて
車いす対応の傍聴席２席分を設置いたしまし
た。
車いすでの傍聴をご希望の方は、職員がご案

内いたしますので、あらかじめご来庁の日時が
わかれば、議会事務局までご連絡ください。

車いすで�
　議会を傍聴できます�

近
年
、
長
引
く
不
況
を
好
餌
こ
う
じ

と
す
る
ヤ
ミ
金
融
の
横
行
が
、

看
過
で
き
な
い
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
人
の
弱
み
に
乗
じ

て
、
中
に
は
年
利
数
千
％
か
ら

数
万
％
に
上
る
高
金
利
に
よ
る

貸
し
付
け
が
な
さ
れ
た
り
、
勤

務
先
や
家
族
へ
の
脅
迫
的
な
取

り
立
て
は
も
と
よ
り
、
子
供
が

通
う
学
校
に
ま
で
催
促
の
電
話

が
か
け
ら
れ
、
職
場
か
ら
の
解

雇
や
離
婚
、
自
己
破
産
、
さ
ら

に
は
自
殺
に
追
い
込
む
な
ど
、

そ
の
深
刻
な
被
害
の
多
発
化
に

は
目
に
余
る
も
の
が
あ
る
。

現
行
制
度
で
は
、
登
録
す
れ

ば
容
易
に
貸
し
金
業
を
営
む
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

悪
徳
業
者
へ
の
行
政
対
応
も
実

効
を
期
待
し
が
た
い
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
国
に
よ
る
抜
本
的

対
策
は
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
は
、
出
資
法
上

限
金
利
の
引
き
下
げ
に
加
え
、

上
限
金
利
を
超
え
る
貸
付
契
約

の
無
効
を
明
定
す
る
ほ
か
、
利

息
制
限
法
の
金
利
引
き
下
げ
、

登
録
要
件
・
審
査
の
見
直
し
、

金
融
取
引
主
任
制
度
の
導
入
、

夜
間
・
早
朝
・
職
場
等
へ
の
取

り
立
て
行
為
規
制
の
明
確
化
、

監
督
権
強
化
の
た
め
の
業
務
改

善
命
令
規
定
の
新
設
や
罰
則
強

化
、
苦
情
相
談
窓
口
や
監
督
省

庁
・
関
係
団
体
等
の
体
制
整
備

の
実
施
な
ど
、
新
た
な
立
法
措

置
を
含
め
た
悪
徳
ヤ
ミ
金
融
を

排
除
す
る
た
め
の
措
置
を
速
や

か
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
強
く

要
望
す
る
。

現
下
の
地
方
財
政
は
、
税
の

大
幅
な
減
収
な
ど
に
よ
り
財
源

不
足
が
拡
大
し
、
危
機
的
な
状

況
に
あ
る
。

各
都
市
で
は
、
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
を
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
少
子
・
高
齢
化

な
ど
の
新
た
な
行
政
課
題
に
直

面
し
て
お
り
、
真
の
分
権
型
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
自

己
決
定
・
自
己
責
任
に
基
づ
く

地
方
税
財
政
基
盤
の
確
立
が

喫
緊

き
っ
き
ん

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

政
府
に
お
い
て
は
、「
経
済
財

政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る

基
本
方
針
２
０
０
２
」
に
基
づ

き
、
国
庫
補
助
負
担
金
、
地
方

交
付
税
、
税
源
移
譲
等
を
含
む

税
源
配
分
の
あ
り
方
を
三
位
一

体
で
改
革
し
、
６
月
末
ま
で
に

改
革
工
程
表
を
取
り
ま
と
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
三
位
一
体
の
改
革
に
当

た
っ
て
は
、
国
と
地
方
の
役
割

分
担
を
踏
ま
え
た
税
源
移
譲
等

に
よ
る
、
地
方
税
財
源
の
充
実

強
化
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

よ
っ
て
、

①
税
源
移
譲
等
の
地
方
税
財
源

の
充
実
強
化

②
地
方
交
付
税
を
通
じ
た
財
源

保
障
機
能
と
財
源
調
整
機
能

の
堅
持

③
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・

縮
減
は
、
税
源
移
譲
等
と
の

一
体
的
実
施

こ
れ
ら
税
源
移
譲
を
基
本
と

す
る
、
三
位
一
体
改
革
の
早
期

実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

衆議院議長様�

参議院議長様�

内閣総理大臣様�

法 務 大 臣様�
　　　・�
　　　・�
　　　・�
　　　・�
　　　・�

今
定
例
会
で
は
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
２
件
の
意
見
書
が
提
出

さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、

２
件
の
意
見
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

ヤ
ミ
金
融
対
策
の
強
化

を
求
め
る
意
見
書

税
源
移
譲
を
基
本
と
す
る

三
位
一
体
改
革
の
早
期
実

現
を
求
め
る
意
見
書

▲不法駐車。巡回指導員は回っているが…


